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1. 2021年3月期第3四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第3四半期 843 ― △183 ― △150 ― △156 ―

2020年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 2021年3月期第3四半期　　△156百万円 （―％） 2020年3月期第3四半期　　―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第3四半期 △1.55 ―

2020年3月期第3四半期 ― ―

（注)2021年３月期 第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2020年３月期 第３四半期の数値及び対前年同四半期増減率は記載しておりませ

　　 ん。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第3四半期 2,144 1,908 89.0

2020年3月期 ― ― ―

（参考）自己資本 2021年3月期第3四半期 1,908百万円 2020年3月期 ―百万円

（注）2021年３月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2020年３月期第３四半期の数値は記載しておりません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2021年3月期 ― 0.00 ―

2021年3月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,200 ― △230 ― △230 ― △220 ― △2.19

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）１.2021年３月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前年増減率は記載しておりません。

　　　２.当予想は、今後の新型コロナウイルス感染症の拡大の程度や収束の時期などにより、大きく変動する可能性があります。開示すべき重要な事項が

　　　　発生した場合には、すみやかに業績への影響をお知らせいたします。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 1 社 （社名） 株式会社なごみ設計 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期3Q 100,593,749 株 2020年3月期 100,593,749 株

② 期末自己株式数 2021年3月期3Q 1,745 株 2020年3月期 1,495 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期3Q 100,592,169 株 2020年3月期3Q 100,592,491 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載させている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件お
よび業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ-２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響の長期化で、内外

　 経済を下振させるリスクを伴うため、依然として不透明な状況が続いております。

　 このような状況の下、当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績につきましては、売上高８億43百万

　 円、営業損失１億83百万円、経常損失１億50百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失１億56百万円となり

ました。

　 なお、当社グループは第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同

　 四半期との比較分析は行なっておりません。

　 セグメント業績は次のとおりであります。

　 （ニッケル事業）

　 前年同期に比べ販売数量が減少したことにより、売上高は３億82百万円（前年同四半期 ４億23百万円 9.9％

　 減）となりました。

　 （不動産事業）

　 第２四半期会計期間に引き続き、当第３四半期会計期間にも販売用不動産の売却収入等があり、売上高は１億

　 78百万円（前年同四半期 16百万円 980.8％増）となりました。

　 （教育事業）

　 前期で当社直営の事業が終了したため、フランチャイズのロイヤルティーのみの計上で、売上高は４百万円（

　 前年同四半期 13百万円 64.6％減）となりました。

　 （リフォーム関連事業）

　 新型コロナウイルスの影響もあり、売上高は２億77百万円となりました。

　 昨年４月に事業を取得したため、前年との比較はありません。

（２）財政状態に関する説明

　 資産、負債及び純資産の状況

　 （資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、流動資産は19億49百万円となり、主な内訳は現金及

　 び預金７億91百万円、商品及び製品７億51百万円であります。

　 固定資産は１億95百万円となり、主な内訳は営業権（のれん）90百万円であります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債につきましては、流動負債は１億54百万円となり、主な内訳は支払手形

及び買掛金１億９百万円であります。

固定負債は81百万円であります。

　 （純資産）

　 当第３四半期連結会計期間末の純資産につきましては、19億８百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2020年11月13日に発表いたしました、通期の業績予想に変更はありませんが今後

　 業績予想の数字に影響を及ぼす状況が生じた場合は、速やかに開示を行ないます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 791,937

受取手形及び売掛金 219,493

有価証券 133,925

商品及び製品 751,876

仕掛品 15,331

その他 40,649

貸倒引当金 △4,031

流動資産合計 1,949,181

固定資産

有形固定資産 5,669

無形固定資産

のれん 90,594

無形固定資産合計 90,594

投資その他の資産

その他 143,972

貸倒引当金 △44,531

投資その他の資産合計 99,440

固定資産合計 195,704

資産合計 2,144,885

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 109,404

短期借入金 3,000

未払法人税等 6,406

賞与引当金 680

工事損失引当金 130

その他 35,316

流動負債合計 154,938

固定負債

役員退職慰労引当金 62,612

退職給付に係る負債 15,194

資産除去債務 1,622

その他 1,877

固定負債合計 81,305

負債合計 236,244
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,000

資本剰余金 821,313

利益剰余金 △412,756

自己株式 △90

株主資本合計 1,908,467

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 174

その他の包括利益累計額合計 174

純資産合計 1,908,641

負債純資産合計 2,144,885
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 843,491

売上原価 708,449

売上総利益 135,041

販売費及び一般管理費 318,718

営業損失(△) △183,676

営業外収益

受取利息 0

受取配当金 7,378

有価証券評価益 17,032

受取賃貸料 4,479

その他 5,416

営業外収益合計 34,308

営業外費用

その他 1,107

営業外費用合計 1,107

経常損失(△) △150,475

特別利益

受取和解金 1,334

特別利益合計 1,334

特別損失

子会社株式評価損 2,707

特別損失合計 2,707

税金等調整前四半期純損失(△) △151,848

法人税、住民税及び事業税 4,342

法人税等合計 4,342

四半期純損失(△) △156,190

非支配株主に帰属する四半期純利益 -

親会社株主に帰属する四半期純損失(△) △156,190
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純損失(△) △156,190

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 173

その他の包括利益合計 173

四半期包括利益 △156,017

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △156,017

非支配株主に係る四半期包括利益 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　 （追加情報）

　 当第１四半期連結累計期間において、株式会社なごみ設計の全株式を取得したため、連結の範囲に含めてお

　 ります。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　 当社は、前期2020年３月期に投資有価証券の売却により、最終当期純利益を確保したものの、営業損失やマイナ

　 スの営業キャッシュ・フローを計上しました。2021年３月期においては2020年４月１日に「株式会社なごみ設計」

　 を子会社化し、売上増や営業利益の黒字化を目指して取り組んでおりました。コロナウイルスショックの影響が長

　 引いたため、想定以上に他事業の売上の落ち込みが続いており、2021年３月期第３四半期においても、当社グルー

　 プとして営業損失、四半期純損失を計上しております。

　 このため「継続的な営業損失又は営業キャッシュ・フローのマイナス」が見込まれ、2021年３月期第３四半期に

　 おいては、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。当社グループは、この状況を改善するために

　 新たな資金調達も念頭に置きながら、新規事業の実現化に向けて着手しております。また、子会社化した株式会社

　 なごみ設計におきましても、戦略的な事業拡大を推進しております。

　 なお、資金計画においては、重要な不確実性は認められないため、継続企業の前提に関する注記の必要はないも

　 のと判断しております。

　


